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今回の表紙は、巻頭インタビューの秋の展示テーマにある
ように「あるく」。友人の猿まわしは、いい芸猿を育てる第
一歩として、まずきれいな姿勢での「直立二足歩行」を調
教すること、と話していました。かつて私が所属していた
在野の研究所の機関誌は「あるく  みる  きく」というタイ
トルでした。この「あるく」とは、太陽のもとにとび出し
自分の知らない世界にぶつかってみることを意味していま
す。動詞は普遍性の強い言葉ですから、逆に様々なイマジ
ネーションを誘発します。11月の展示はどんな世界を見せ
てくれるのでしょうか。� （香月  洋一郎）�
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